
書

評

吉
チ
ェ

ル

薯
『

中
世
イ

ギ

リ
ス

に

於
け

る

課

税
』

→
p

舛
P
t
i

O

臼

i

日

吉
e

d

岩
.

く

巴

E
ロ

巴
p

日
d

.

田
y

∽
呵
か
ゴ

e

y

･

搾
H

5
粥

冒
t

口

F

㌣
-

.

H

巴
t

e

打

す

盟
d

日
e

叫

吋

巴

已
e
→
.

〔

叫
巴
①

口
i

∽

t

O

ユ
c

巳

吋
{

旨
-

訂
P

江
○

臼
∽

-

聖
一

己
岩

.

∽
〉

如
く
.

〕

(

Z
e

弓

H
p

く
¢

n
‥

吋
巴
e

q

2 .

勺
e
り

乱
t

叫

吋

蒜
払

声

忘
訟
.

℃

勺
.

き
ぃ

し

大

仙

政

三

■

は

し

が

き

イ

ギ
プ

ス

の

租

税
史
に

関
し
て

吾
々

は
､

現

在
に

於
い

て

も

備
そ

の

構

成
を

失
つ

て

い

な
い

ダ

ウ

エ

ル

の

努
作

(

∽
t

O
】

首
e

ロ

ロ
○

弓
e
-

-

‥

A

H

ぎ

t

O

召
○
巾

→
p
H
P
t
i

中
ロ

P

邑
づ
P

H
e
m

こ
臼

田
β

粥
-

巴
】

n

?
①

ヨ
t

F
e

e

賢
-

訂
∽
t

旨
e

:
○

㌢

召
∽

e

ロ
t

貫
こ

邑
♂

N

邑

乱
J

-

蓋
.

)

に

恵
ま

れ

て

い

る
が

､

そ

れ
に

は

教
科
書
紆
乃
至

は

参
考
書
酌
臭
味
が

感
じ

ら

れ

な

い

で

も

な
い

｡

け
だ

し
､

徴
税
の

時

期
･

種
類

･

理

由
･

方
法
な

ど

に

就

･

い

て

の
一

腹
の

知
識
を

そ

れ
に

放
つ

て

輿
え

ら

れ
は

す
る

が
､

租
税
の

準

展
に

象
徴
さ

れ
る

融

合
経

済
的
欒
化
の

底

流
忙

迄
は

細
れ
て

い

な

い
､

或

67

は
､

解
れ
て

い

る

と

し
て

も

標
語
的
表
現
と
五

十

歩
百
歩
の

程
度
で

し

か

書

評

な
い

憾
み
が

あ
る

か

ら
で

あ
る

｡

そ

れ
故

､

ケ

ネ
デ

ィ

が

そ
の

著
作
(

弓
T

≡
P

ヨ

内
e

日
日
e

払

ヨ

日
日
粥
-

訂
F

づ
p

巳
r

t

i

O

ロ
)

-

仇

苧
-

3
¢

}

♭
ロ

ー

訂
∽

p
叫

○

ロ

勺
0
-

訂
叫

巴
】

d

O
廿

旨
-

○

ロ
}

-

空
い

.

)

に

於
い

て
､

ダ

ウ
エ

ル

の

捉
供
す

る

知
識
に

俵
接
し

な
が

ら

そ

の

立

法
的
記
述
の

み

に

満
足
せ

ず
､

租

疎

負

授
の

配

分

を

中
心
テ

ー

マ

尼

思
想
史
的
側
面
か

ら

そ

れ
に

迫
つ

て

い

つ

た

こ

と

は
､

ダ

ウ
エ

ル

の
∴

敏
略
を

全
面

的
に

充
た

し
と

は

決
し
て

云

え

ぬ

に

し
て

も
､

充
分

に

意
義
の

あ
る

仕
事
で

あ
つ

た
｡

今
こ

こ

に

紹
介
し
ょ

う

と

す
る
ミ

ッ

チ
ェ

ル

の

著
作
は

､

ダ

ウ
エ

ル

が

塀
扱
つ

た

年
代
に

比

較
す

れ
ば

極
く
限
ら

れ
た

も
の

で

あ
り

､

亦
後
述
す
る

様
に

ダ

ウ

エ

･
ル

に

就
い

て

云
つ

た

と

同

様
の

批
判
を

甘
受
せ

ね
ば
怒

ら

ぬ

敏
隋
を

中
に

含
ん
で

は

い

る
が

､

そ
れ

に

は

少
く
と

も
､

ダ

ウ

エ

ル

に

感
じ

ら

れ

な
か

つ

た
､

著

者
の

眠
が

隅
々

に

光
つ

て

い

る
｡

即
ち

､

中
世
期
に

於
け

る

租

税
の

襲
展

を

三

種
の

伸
張
に

結
び
つ

け
て

考
察
し

ょ

う
と

す
る

､

一

つ

の

基
本
的
態

度
に

依
つ

て

貫
か

れ
て

い

る
｡

そ
の

意
味
で

､

ケ

ネ
デ

+

と

は

別
の

側
面

か

ら
で

は

あ
る

が
､

平

板
な

嫌
い

の

あ
る

ダ

ウ

エ

ル

の

部

分

的

掘
下

げ
に

成
功
し
た

功
績
を

､

本
書
も

亦

嘩
っ

に

値
す
る

も
の

で

あ
る

｡

ノ

内
容
の

詳
細
に

立
入

る

に

究
立
つ

て
､

著
者

､

､

､

プ

チ
ェ

ル

の

簡
畢
な

経

歴
を

紆
介
す

れ
ば
(

P

汁

づ
F
e

A
ヨ
e

ユ

昌
ロ

H
i

∽
t

O

ユ
n

巴

声
e

ユ
¢

宅
}

く
○
-

●

訟
-

宍
○

,

♪

A
勺
1

.

〉

-

望
∞

}

甘

言
∞

)
､

一

八

七
五

年
に

生
れ

､

･
七

十

三

同

日
の

誕
生

日
を

迎
え

た

週
の

一

九

四

八

年
一

月
二

十

三

日

に
､

⊥

ニ
ー
･

ヘ

イ

ブ

ン

(

Z
打

弓

に
P
ノ

岸

且

で

急
死
し
た

と

報
ぜ

ら

れ
る

｡

そ
の

時

彼

は
エ

ー

ル

大
学
の

歴
史
学
名
誉
教
授
の

地
位
に

在
つ

た

が
､

一

九

四
三

年

に

ほ
､

眈
に
≡

十
大

ケ

年

間
の

エ

ー

ル

大
挙
教
師
生
活
に

終
止

符
を

打
つ
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三
､

艶
免
観
査
冠
の

基
礎

へ
】

卓
-

-

T
-

改
.

)

四
､

課
税

権
協
賛
の

方
法
(

℃

勺
.

-

訣
1

N
山

戸
)

が

そ

れ

で

あ
る

｡

侍
本
書
は

､

以
上
の

諸
論
述
尼

緯
く
四

章
(

宅
.

N

設
-

山

芦
〕

を
､

王

領
地
課
税
ク

リ

ッ

ジ

(

邑
-

薦
e

)

の

起
淡
か

ら

満
城
に

至

る

詳
細
な

経
過
の

追
究
に

充
て

､

そ
の

こ

と

は

本
書
の

債
値
を

高
め

る

有

力
な

理

由
と

も

な
つ

て

い

る
が

､

･
本
書
全
畿
の

構
成

山

似

び

に

力
粘
の

置
き

虞
を

考
慮
す
れ
ば

､

一

つ

の

補
論
と

見
放
し

得
ぬ

こ

と

も

な
い
｡

最
後
に

､

預
め

断
わ
つ

て

お

き
た

い

こ

と

は
､

本
書
の

表
題
と

内
容
と

の

間
に

は
､

若
干
の

年
代
上
山

出

び

に

領
域
上
の

艶
齢
が

あ
る

､

と
い

う
こ

と

で

あ

卑
じ

即
ち

､

中
世
と

題
し
て

は

あ
る

が
､

､

､

､

プ

チ

エ

ル

の

主
た

る

閲
心
ほ

先
に

二
言

し

た
一

一

五

四

年
か

ら

三
七
二

年
迄
の

問
に

限
ら

れ
､

そ
の

前
後

は

補
足
的
に

論
及

さ

れ
て

い

る

に

過
ぎ
な
い
｡

亦
､

動
産
･

収
入

碗
､

カ

リ
ユ

キ
フ

ジ
､

グ

リ
ッ

ジ

の

み

が

彼
の

主

題
を

構
成
し

､

ス

キ
ュ

テ

ィ

ジ

(

芳

ま

薦
e
〕

の

如
き
他
の

課
税
形
態
ほ

､

そ

の

主

題
考
究
に

役
立
つ

限
ケ

心

於
い

て

詮
か

れ
て

い

る

に

過
ぎ
な
い

｡

以
下

､

各
章
の

更
に

立

入
つ

た

紹
介
に

移
り
た

い
｡

こ

中
央
機
関

十
二

世
紀
に

於
け
る

王
の

収
入
は

､

次
の

如
く
多
様
な

講
演
泉
か

ら

流

入
し
た

｡

王

領
地
地
代
が

そ
の

大
部
分
を

占
め

る
､

州
及

び

都
市
の

フ

. ァ

†

ム

(

ぎ
≡

竺
ロ

:
F
e

賢
r

｡
∽

P

邑
｡

:
F
｡

t

O

弓
口

凸
､

封
建
的
土

地

保
有
閲
係
に

附
帯

す
る

諸

収

入

(

訂

邑
巴
i

邑
計
臼

旦
､

各
種
特
権
に

∵

由

掌
る

衰

慧
(

昔

ぎ
鼓
訂
的
｡
仏

○

…
寛

ぎ

夏
色

､

罰
金

書

評

収
入

へ

莞
ロ
e

萱
ロ
ー

苫
已
∽

レ

な

ど

が

そ

れ
で

み
る

へ

勺
.

山

≠

･
こ

砂

他
に

王

は
､

緊
急
時
の

収
入

調
達
方

法
と

し
て

､

封
建
法
上
の

御
用
金

(

訂

已
巴

已

計
〕

､

元
来
は

直
臣
の

従
軍
義
務
免
除
の

代
償
金

で

あ
つ

た
､

ス

キ

ュ

テ

ィ

ジ
(
仏

昌
t

p

笥
)

､

或
は

王

領
地
か

ら
の

貢
嗣
金
ク

リ

ッ

ジ

(
t

ら

ヒ
p

呵
e

)

な
ど

の

方
法
に

壕
る

こ

と

が

出
来
た

｡

然
る

に
､

こ

れ
ら

諸
源
泉
か

ら
の

収
入
が

硬
化

し
て

ヨ

リ

以

上
の

脅
収
を

望
み

得
な

く

な
つ

た

時
､

､
劃
期
的

な

動
産
祝
が

導
入

さ

れ
た

｡

そ

れ
を

劃
期
的
と

呼
ぶ

所
以
は

､

税
収
額
の

異
例
な

大
ざ
さ

､

並
び
に

､

膨
大
な

納
税
義
務
者
群
の

彗
生
に

在
る

｡

そ

の

故
に

､

従
来
の

諸
収
入
の

牧
釈
放

び

に

監
査
を

司
つ

て

き
た

､

常
設
の

国
庫

裁
判
所
の

み
を

以
て

し

て

は

事
務
を

虞
理

し

切

れ

ず
､

そ
の

負
擦
軽

兢
の

馬
に

臨
時
の

中
央
政
柄
機
関
が

設
置
さ

れ
た

(

p
.

の

二
)

.

-

-

〕
｡

か

か
.る

一

時

的
便
法
の

採
用
は

､

一

一

八
八

年
の

サ

ラ

デ

ィ

ン

十

分
の

一

税

(

幹
-

乱
打
t

き
e
)

に

初
ま

り
､

そ
の

後
約
百

年
問

綬
摸
さ

れ
た

が
､

こ

の

特
別
中
央
磯
閲
に

負
わ

さ

れ
た

任
務
ほ

時
に

依
つ

て

相
異
し

､

畢
な
る

収
納
局
と

し
て

の

役
割
を

果
す
に

止
ま
つ

た

こ

と

も

あ
れ
ば

､

時

に

は

現
金
の

保
管
と

支

出
事
務
を

乗
ね

､

亦
地
方

徴
税
人
に

対
す
る

合
計

監
査
の

賂
限
を

附
興
さ

れ
る
こ

と

も

あ
つ

た

{
ワ

N

ご
｡

後
者
の

場
合

は
､

常
設
の

国
庫
裁
判
所
が

そ

う
で

あ
つ

た

様
に

､

下

級
裁
判
所
(
-

○

弓
0

1

e

肖
F
e

p

仁
e
r

】

g
口

許

○
巾

→

｡

邑
苫
)

と

上

級
裁
判
所

(

亡
p

p
e
l

e

粥
C

訂
･

β

ロ
e

J

g
官
t

O
f

p

訂
○
亡

已
)

の

二

部

局
に

分

割
さ

れ
､

前
者
ほ

､

貨
幣

の

箇
数
計
算

､

そ
の

重
量
の

測
冠

､

受
領
琵
の

交
付
か
ど
の

横
械
的
事
務

を

取
扱
い

､

そ

れ
ら

が

完
了

し
た

後
の

合
計
監
査
が

上

級
裁
判
所
の

仕
事

で

あ
つ

た
｡

こ

の

監
査
の

統
裁
責
任
者
に

ほ
､

主

に

忠
誠
な

､

そ

し
て

通

甜
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7 1

哲
)

､

戯
守

(

弓
胃

計
望

｡

巾

〔

邑
-

e

伍
､

巡
回
判
事

(
i

t

ど
e

岩
邑

首
･

t
i

旨
凸

､

グ

リ
ッ

ジ

委
員
〔
t

邑
鼻
e

且
な

ど
の

要

職
を

現

在
乃
至

は

過

去
に

占
め

､

地
方
に

於
け

る

王
の

行
政
官
僚
を

形
成
し
て

い

た
｡

こ

れ
か

ら

知
り

得
る

こ

と

は
､

彼
等
委
員
が

､

地
方
官
と

し
て

の

経
験
を

有
ち

､

従
つ

て

地

方
事
情
に

明
る

く
､

亦

国
王

に

封
す

る

忠
誠

を

按
摩

す

る

な

ど
､

そ
の

職
務
に

成
功
を

博
す

不

可

敏
の

條
件
を

預
め

具
備
し
て

い

る

着

か

ら

選
ば

れ
た

､

と

い

う
こ

と

で

あ
る

(

ア

ワ

P
)
｡

■
然
し

な
が

ら
､

税
の

遺
脱

､

備
蓄

､

財
産
の

秘
匿
が

正

常
硯
さ

れ
た

状

況
下
に

､

亦

外
部
干

渉
に

憤
激
す
る

荘
園
領
主
の

妨
害
下

に
､

財
褒
の

適

正

評
償

､

迅
速
完
全
な

租

税
の

徴
集
を

行
う
に

は
､

か

な

り
の

困
難
が

伴

な
つ

た
｡

例
え

ば
､

州
委
員
の

監
督
に

服
す
地
方
審
査
官
(
-

○

邑

首
ユ

を

し
て

常
務
地
方
の

財
産
評
債
に

普
ら

し
め

る
､

地
方
審
査
官
方
式
に

固

執
す
る

主
に

勤
し

､

地
方
領
主

は
､

個
人
の

宣
誓
方
式
を

主

張
し
て

永
く

撃
つ

た
｡

窮
極
の

勝
利
は

王
の

側
に

辟
し

た
の

で

あ
る

け

れ

ど

も
｡

(

宇

号
)最

後
に

､
､

､

タ

チ

ェ

ル

の

明
快
な

結
論
を

そ
の

儀
引

用

し

て

み

ょ

う
｡

｢

最
貧
困
者
以
外
の

悉
く
の

者
を

主

に

結
び
つ

け
る

､

本
来
は

財
政
的
な

､

新
た

な

絆
が

創
ら

れ
て

い

つ

た
｡

制
度
が

決
定
的
に

襲
展
す

る

に
つ

れ
､

王
の

代
理
者
が

殆
ん

ど

総
て

の

者
の

土

地
に

入

り

込
み

､

彼
の

財
産
を

許

償
し
て

､

彼
か

ら

租

税
を

集
め

た
｡

+

｢

小

農
民

即
ち

卑
田

土

塊
保
有
者
ほ

､

三
の

代
理

者
と

出
来
る

限
り

上

首
尾
に

交
渉
す

る

様
任
せ

ら

れ
た

｡

こ

の

こ

と

は

直
臣
の

地
方
政
治
権
力
を

易
め

､

彼

等
の

臣
下

に

封
す

る

支
配

は

減
じ
た

｡

何
個
な
ら

､

そ
の

支
配
は

今
や

イ

ギ

リ

ス

長
堀
の

領
主

と

分
た

.

巷

′

.
許

れ
た

か

ら

で

あ
る

｡

+

(

勺
.

-

-

P
)

.

四

税
額
査
定
の

基
礎

課
税
額
は

､

課
税
の

基
礎

･

誅
酪

率
･

免
税
範
囲
の

三

要

素
に

依
つ

て

算
定

さ

れ
る

が
､

十
二

世
紀
に

初
ま

る

諸
税
の

税
額
は

､

財
産
の
■
債
値
又

は

量
に

比

例
す
る

横
目

諭
ま

れ
た

｡

カ

リ
ユ

キ
ィ

ジ

の

場
合
は

､

一

鋤
に

依
つ

て
一

シ

ー

ズ

ン

中
に

耕
作
し

得
る

面

積
の

カ

リ
ユ

キ

ィ

ト

(

〔

当
字

｡

P

且
の

数
に

､

ス

キ
ュ

テ

ィ

ジ

の

場
合
ほ

騎
士

知
行
(

打

2 .

瞥
t

､

s

訂
e

)

の

数
に

､

動
産
稔
の

場
合
は

､

動

整
出

び

に

収
入
の

償
佑
に

比
例
せ

し
め

た

如
く
で

あ
る

｡

こ

れ

ら
の

中

最

も

多

く

の

税
収
を

挙
げ
得
た

動
産
税

は
､

動
産
評
僧
顧
に

務
め

協
賛
き
れ
た

課
税
率
の

一

定

割
合

､

例
え

ば

十

分
の

十
､

二

十
分
の

一

･
と

か

を

乗

じ
て

そ
の

税
額
が

計
算
さ

れ
る

か

ら
､

財
産
許
債
の

寛

琴
巧

拙
が

税
額
の

決
定
を

大
き
く

左

右

す
る
｡

従
つ

て
､

課
税
者

､

節
税
者
双

方
の

智
略

･

術
策
が

､

こ

の

財
産
評
億
万
式
を

め

ぐ

る

問
題
に

集
中
せ

し
め

ら
れ
た

の

は
､

嘗
然
の

こ

と
で

あ
つ

た
. ｡

例
え

ば

一

∴

九
二

重
の

四
分
の

一

晩
に

於
い

て
､

財
産
の

現
賛
評
償
を

忌

避
す

る

貴

族
吼

賃
に

､

王
は

蜃

ヱ
不

談
に

依
る

概
算
額
を

受
塀
る
こ

と
で

満
足
せ

ね
ば

な
ら

な

か
つ

た
ヵ

(
-
)

-

-

N

∽

〕

先
に

挙
げ
た

三

要
素
の

最
後
に

来
る

免
税
範
囲
に

就
い

て

は
､

動
産
税

の

場
合

､

課
税
の

都
度
動
拓
し

た

が
､

そ

れ

は
､

ヨ

リ

多
く
の

税

収
を

容

易
に

挙
げ
る

賃
の

試
行
錯
誤
に

他

な

ら
な
か
つ

た
｡

即
ち

､

ヘ

ン

リ

ー

三

世
下
の

動
産
税
を

例
に

と

れ
ば

､

課
税
財
産
を

明

示
す

る

か
､

免
税
財
産

′

を

列
零
す
る

ふ
の

相
異
が

個
々

の

場
合
に

存
し

七

け

れ
ど

も
､

そ
の

準
疋

7
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克
た

篭
内
で

厳
密
な

財

華
評

償
を
ヨ

蒜
果
的
に

達
成
し

ょ

う
と

し

た

癖
は

共
通
で

あ
つ

た
｡

三
二

五

年
の

十

五

分
の

一

棟
は

右
の

後
者
の

例
に

属
し

､

被
課
税
者
を

､

商
人

以
外
の

聖

敬
老
と

自
由
民

､

商
人

､

並

び

に

農
奴
の

三

階
級
に

分

猥
し
て

､

そ
の

各
階
級
毎
に

別
の

免
除
規
定
を

設
け
た

｡

(

p
+

-

い

β

こ

の

こ

と

は
､

王
の

官
吏
の

課
税
に
■
関

す

る

知
識

が

豊

富
化

し
た

こ

と

を

物
語
一

る

と

同
時

に
､

財
政
面
か

ら

の

王

権
の

進
出

に

封
抗
す
る

貴
族
の

反
撥
を

反
映
し

た

も
の

で

も

あ
る
｡

然
し

､

そ

の

反

面
に

於
い

て
､

家

畜
一

頭
毎
に

亦
安
物
の

種

瀕
品

質
毎
に

展
な
つ

た

評
償

が

下
さ

れ
た

程
､

免
税
リ

ス

ト

に

載
せ

ら
れ
た

以

外
の

財
産
に

封
す
る

評

償
は

周
到
を

極
め

た
｡

(

p
-
)

･

-

冶

⊥
)

こ

の

二

五

年
の

例
に

反
し

､

一

二

三
二

年
の

四

十

分
の

一

棟
令

書
は

課
税
財
産
を

明
一

空
,

る

方

法
を

と
り

､

祭
物

､

耕
作
粗
連
番
(

p
l

｡

弓

訂
P

且
､

羊
､

牝
牛

､

腋
､

粟
廣

､

挽
属

､

役
馬
の

み

を

そ

れ
に

含
め

た
｡

こ

の

様
に

課
稔
封
象
を

狭
め

た

こ

と

は

主

に

と
つ

て
一

見
不

利
な

如
く

思
わ

れ
る

が
､

祭
物
に

関
す
る

限
り

そ

れ
は

極
め

て

包
括
的
で

あ
り

､

.
亦

評
贋
賛
施
の

時

期
を

収
穫

直
後
の

､

同
時
に

家
畜
生

育
の

最
盛
期
に

相
嘗
す
る

九
月
と

し

た

こ

と

は
､

範
国
の

狭
少
化

を

充
分

償
う
に

足
る

も
の

で

あ
つ

た
｡

(

ワ

一

声
)

五

課
税
権
の

協
賛

■

動
豪
税
が

前
述
の

如
く

廣
汎
な

財
産
所

有
者
層
を

封
象
と

す

る

時
､

そ

の

課
税
権
は

如
何
な

る

方
法
で

合
法
的
と

さ

れ
た

で

あ
ろ

う
か

｡

封
建
的

諸
闘
係
下

に

於
い

て

王

と

直
接
的
結
合
関
係
を

有
セ

ぬ
､

多
数
の

財
産
所

有
者
か

ら
.の
強
制
的
取
立

を

合
法
化

す
る

賃
に

ほ
､

封
建
的
慣
習
に

填
る

と

ぽ

瓢
箇
砂

嵐
威
ザ

け
か

必
要
で

吏
ノ

曳
こ

秒

間
題､
は

､

従
爽
乳
酸
砂

柁

襲
展
に

於
い

て

最
大
の

関
心
を

集
め
て

き
た

問
題

で

あ
る
｡

『

イ

ギ

リ

ス

の

国
民

は

王

権
の

制
限
を

大
部

分
そ

の

貨
幣
で

構
い

取
つ

た
』

､

と

慶
ゝ

云

わ

れ
る

如
く

､

課
税
権
附
興
の

問
題
は

同

時

に

議
脅
権
力
頚
展
の

問
題

で

も
あ
つ

た

か

ら

で

あ
る
｡

然
し

､

十
三

世
紀
末
に

試
合
が

そ
の

鮭
裁
を

撃
え

る

以

前
の

課
税
権
附

興
は

､

素
食
の

前
駆

的
形

態
と

も

云

う
べ

き
王
の

直
臣
が

構
成
す
る

大
評

議
脅
(

g

蒜
p
t

.
C

■｡
百
C
-

-

)

の

承

諾
(

c

｡

ロ
∽

e

已
)

に

依
つ

て

い

た
｡

そ
の

承

諾
な

る

概
念
ほ

､

｢

緊
急
の

必

要
に

臨
み

領

主

は
､

既
定
の

嗣
付
金

と

奉
仕
と

を

越
え
る

援
助
を

､

そ
の

封
臣
に

乞
う
権
利
を

有
っ
+

と
い

う
封

建
的
戟
念
の

中
に

､

そ
の

起
源
を

有
つ

｡

(

勺
･

-

笛
･

)

そ

れ
は

､

領
主

の

懇
願
に

対
す
る

承

諾
で

あ
つ

て
､

そ
の

結
果
の

貨
幣
的
援
助
は

､

臣
下

に

依
る

任
意
的
貢
嗣
(

く
○
-

ゴ
ロ
汀

胃
呵

〔

○

巳
ユ

ど
ト
t
i

｡
ロ

}

呵

岩
〔

訂

宏

2 .

d
)

た

る
の

性
質
を

有
つ

も
の

で

あ
つ

た
｡

従
つ

て
､

貢
嗣
さ

れ
る

金

額
の

決
{

疋

も
､

各
家
臣
と

の

個
別
的
談
合
に

委
ね
ら
れ
る

の

が

通
常
で

あ
つ

た
｡

今

か

か

る

援
助
の

任
意
弥

､

個
別

的
性
格
を

念
頭
に

置
く

時
､

二

つ

の

疑

問

が

捉
起
さ

れ
る

｡

第
一

ほ
､

臣
下
の

側
に

在
杏
擢
が

あ
つ

た

か

と
い

う
こ

と
､

第
二

は
､

大
評
議
脅
の

承

諾
が

､

そ
の

協
議
に

全
く

参
興
し

な

か
つ

た

財
産
所

有
者

､

例
え

ば
､

陪
臣
(

岩
P
l

く
P

講
巴
∽

)
､

或
は

直
臣
･

陪
臣

の

直
轄
地
に

於
け

る

自
由
民

山

出

び
に

農
奴
等
に

翳
し
て

､

ど
の

程
度
の

拘

束
力
を

有
つ

た

か

と
い

う
こ

と

で

あ
る
｡

著
し

彼
等
を

も
拘
束
す
る

力
を

有
っ

な

ら
ば

､

個
別
的
で

は

な

く

囲
鰹
的
な

承

諾
(

冨
召
○

昌
t
e

C

O

ロ

廷

Y

邑
)

と

解
さ

ね
ば

な

ら

な
い

｡

こ

れ
ら
の

疑
問
に

勤
し
て

事
賛
上
の

承

諾

ノ

＼

ノヰ

､ 寸



■
整
畏

､

■
そ
ひ

駐
意
性
の

中
に

強

制
性
を

､

亦
そ
砂

個
別
性
町

中
に

腎
隆

睡
を

含
み

な
が

ら

襲
展
し

て

い

つ

た
の

で

あ
る

｡

(

ワ
一

誌
)

こ

の

個
別
的

承

諾
か

ら
囲
鮭
約
承

諾
へ

の

髪

質
を

無
意
識
の

裡
に

決
定
づ

け
た
の

は
､

二

つ

の

異
質
的
要
素
の

結
合
で

あ
つ

た
｡

そ

の

第
一

ほ
､

前
述
の

､

緊
急

時
に

於
け
る

御
用
金

常
東
の

封
建
的
慣
習
で

あ
り

､

第
二

ほ
､

そ
の

貢
駒

顆

軍
疋

の

基
礎
に

或
る

単
位
の

財
産
又
は

収
入

を

選
ん

だ
こ

と
で

あ
る
｡

形
式
的
に

は
､

三

に

御
用
金
を

酌
め

た

直
臣
が

､

そ
の

直
後
に

自
己
の

家

臣
か

ら

同
様
に

御
用
金
を

要
求
し

た
､

二

重
の

宇
綬
を

規
則
化
し

た

に

過

ぎ
な

か
つ

た

け

れ
ど

も
､

一

度
び

右
の

二

要
素
の

結
合
が

行
わ

れ
る

と
､

直
臣
･

陪
臣
の

直
別
を

問
わ

ず
､

亦
協
議
に

参
加
す
る

と

香
と

に

拘
わ

ら

ず
､

絶
て

の

財
産
所
有
者
が

王

に

貢
釈
義
務
を

負
う
こ

と

に

な

り
､

こ

こ

に

大
評
議
昏
の

御
用
金

森

帯
は

､

一

般
的
財
産
税
徴
収
の

是
認
を

資
質
的

に
は

意
味
す
る

に

至
つ

た
｡

(

ワ

一

声
)

一

方
､

財
産
税
徴
収
の

同
数
が

檜
し

､

そ
の

慣
習
化

が

危
惧
さ

れ
る

に

及
ん

で
､

掟
否
擢
の

準
展
を

見
､

嘗
初
の

形

式
的
意
義
に

止
ま

る

承

諾
は

､

言
葉
本
来
の

､

挺

否
檀
を

含
む

資
質
約
束

諸
に

進
化

し
た

｡

そ
し

て

そ
の

こ

七

は
､

財
産
債
格
を

基
礎
と

す

る

課
税
方
式
と

相
侯
つ

て
､

圃
盟
約
承

諾
か

､

全
部
的
拒

否
か

竺
一

着
韓

一

に

導
き

､

こ

こ

に

御
用
金
の

個
人

的

色
彩
は

全
く

沿
え
て

､

圃
饅
的
行
動
が

一

切

を

律
す
る

に

至
つ

た
｡

(

フ

一

声
〕

然
し

､

大

許
蘇
脅
の

決
定
に

は
､

王

領
他
の

財
産
所

有
者
迄
も

拘

束
す
る

カ
は

な

か
つ

た
｡

彼
等
は

､

個
別
的
談
合
に

依
る

概
算
沸
方
式
の

ク

リ

ッ

ジ

を

約
め

る

こ

と

に

依
つ

て
､

直
碁
査
定
方
式
の

財
産
税
を

免
れ

73

て

い

た

か

ら
で

あ
る
｡

可

及

的
多
数
の

財
産
所
有
者
を

財
産

税
の

節
付
義

書

.

幹

落
着
に

引
込
も

う
と

す
る

王
の

方
針
が

､

彼
等
を

漸
く
掃
捉
す

る

に

居
っ

●

た
の

は
､

三
七
五

年
､

各
州

､

各
都
申
か

ら
の

代
表
者
を

大
評
議
合
の

撃
卜

倒
せ

し
め

る

様
に

な
つ

て

か

ら
の

こ

と
で

あ
る

｡

(

p
.

N

N

N
.

〕

こ

こ

で
､

極
め

て

豊
富
な

原

史
料
に

裏
づ

け

ら
れ
た

､

ク

リ

ッ

け

ン

の

歴

史
に

就
い

て

著
者
が

述
べ

る

と
こ

ろ

を

大
原
に

概
括
し
て

み

れ
ば

､

十
二

世
紀
後
年
に

既
に

慣
例
化

し
､

二
二

七
二

年
迄
そ
の

徴
収
は

累
次
に

わ
た

っ

た
｡

そ
の

後
約
二

十

年
間
の

中
断
期
を

経
て

､

三
一

〇
四

年
に

復
活
し

た

が
､

中
断
の

理
由
が

徴
収
額
の

固
定
化

に

あ
つ

た

賃
､

復
活
後
の

傾
向

と

し

て

財
産

評
償
額
に

そ

れ
を

基
礎
づ

■
け
よ

う
と

す
る

努

力
が

沸

わ

れ

た
｡

(
p
･

N

芦
)

壬
の

代
理

委
員
と
の

交
渉
に

依
つ

て

決
定
す

る

嘗
時
の

方
法
に

比
べ

れ
ば

､

名

撃
+

そ

ク

リ

ッ

ジ

で
は

あ
つ

て

も
､

こ

の

場
合
は

資
質
的
に

動
産
税
と

区
別
し

難
い
｡

(

p
･

無
示
.

)

故
に

､

二
二

三
二

年
以

降
､

ク

リ

ア

ジ

の

名
に

依
る

徴
収
は

止

ん
だ

が
､

ク

リ

ッ

ジ

の

消

滅
と

云

ぅ
よ

り
､

動
産
碗
へ

の

孝
展
的
同
化
と

見
る

方
が

寧
ろ

通
常
で

あ
る

｡

六

結

び

租

税
の

準
生

過
程
を

問
題
と

す
る

時
､

そ

れ
を

近
代
的
集
権
国
家
の

創

成
と

結
び
つ

け
る

こ

と

も

出
来
よ

う
し

､

或
は

文
資
本
主

義
の

萌
芽
的
蟹

.

展
と

裏
腹
に

関
係
づ

け
て

論
ず
る
こ

と

も
出
来
よ

う
｡

前
者
は

､

徴
税

機

構
の

整
備
を

媒
介
と

す

る

王

権
の

全
国
的
伸
張
に

力
鮎
を

置
き

､

後
者
は

､

親
疎
と

い

う
貨
幣
約
手
段
に

依
る

貢
椚
形
態
に

落
目

し
て

､

そ

れ

を

可
能

な
ら

し

め

た

貨
幣
経
済
の

浸
潤

､

動
的
資
産
の

蓄

積
､

自
由
財
産
擢
の

襲

生
な

ど

経

済
的
背
景
の

分

析
に

大
き
な

闘
心
を

排
う

｡

こ

の

様
に

二

名

乃
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